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中国の鉱物資源(2)

一その長所と短所一

岸本文男1)

エネルギｰ資源の消費の主体

一鉱物エネルギｰ資源

エネノレギｰ資源は国民経済を発展させ,国民の生活水

準を向上させる上で不可欠な,物質的た基礎である･大

昔,人類が木製の錐を使って火を起し,それで熱エネル

ギｰが得られるようにたってから,エネルギｰの利用は

生活そのものだげでたく,物質の生産に大きく関係L･

現在も密接な関連を持ち続けている･言うまでもたく歴

史的には,蒸気機関の発明が産業革命をもたらし,電気

機器の発明が電気時代の道標どたり,それから半世紀後

の原子エネルギｰの利用が原子エネルギｰ時代の幕開け

とたった.これらはいずれもエネルギｰ資源の新発見が

生産力の発展の転機どたり,生産力を押し広げた,とい

うことを物語っている.経済学者たちは一国の経済の規

模と水準を数値で表す場合に,しほしぼエネルギｰ資源

の消費量と消費構造を重要た指標にする.

第2表は,世界の主た工業国と中国のエネルギｰ資源

の生産状況および消費状況を比較した表である(単位は

標準燃料換算,以下同じ).この表で明らかたように,国家

の経済の発達程度と国民の物質生活の水準傾向はいずれ

もエネノレギｰ資源の消費量とほぼ正比例の関係にある.

エネルギｰ資源の消費構造の面では,工業国の石油と天

然ガスの消費量がそれぞれ世界の総消費量の60%以上を

占めている.人口1人当り消費量がもっとも多いのは,

アメリカである.

現在,世界のエネルギｰ資源消費の主体とたっている

のが鉱物エネノレギｰ資源である｡1950年代以前は,石炭

がエネルギｰ資源の消費構造の中で長期問にわたって主

位を占めてきた.そして1950年代以後は中東地域の石油

が大量に開発･生産され,その採油が簡単で･輸送しや

すく,価格が安く,熱量が高く,公害が少なく,多くの

副産物が回収できるため,工業国が競って中東の石油を

輸入し始め,それが石炭に代って消費量のもっとも大き

い鉱物エネルギｰ資源とたってきた.しかし,1973年と

1979年の石油危機はいわゆる自由世界の経済に非常に欠

きた打撃を与え,多くの国々がしきりと中東の石油への

依存からの脱出を計り,自国のエネルギｰ資源の開発を

重視するようにたった1たとえば,英国は巨費と近代技

術を投じて北海油田群を開発し,もともと石炭資源が比

較的豊かたアメリカ･英国･西ドイツだとの国六も一度

は軽視した石炭の生産を復活して,各国ともエネルギｰ

消費構造の中での石炭の割合が次第に大きくたる傾向を

示すようにたってきた.

多くの国々ではエネルギｰの需給が以前よりも安定

L,新しいエネルギｰの模索と活用が急速に進んでき

た1たとえば,すでに水力･原子力･太陽･風力･地熟

だとのエネルギｰが世界のエネノレギｰ消費量の中で次第

に無視できたい割合を占めるようにたり,潮汐エネルギ

ｰ,水素エネルギｰ,宇宙エネルギｰの開発研究が始ま

り,あるいは計画されている｡

最近は今世紀の末にエネルギｰの消費構造がまた新し

い変化を遂げる,と予想されるようにたってきた･たと

えば,アメリカのエクソン石油会社が行った1981年の推

計によると,西暦2000年における世界のエネルギｰ消費

構造は石油31房,天然ガス19%,石炭28房,原子力10

第2表世界の主要工業国と中国におけるエネルギｰ資源の生産･消費状況の比較(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)
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%,水力発電その他8房,合成燃料と合成重油4房とた

っている.

現在のところ,中国におけるエネルギｰ消費量の95%

以上カミ鉱物エネルギｰ資源であるが,過去には石炭が圧

倒的に大きい割合を占めていた.これは,中国の石油工

業の基盤が脆弱で,水力発電所の建設がきわめて不十分

であった上,原子力エネルギｰの利用技術が大きく立ち

後れていたためである.それが1960年代に入って以降,

大慶･華北･勝利だとの大規模な油田群が相次いで開発

され,全国70ケ所の大型水力発電所が相前後して完成

し,それまでの立ち後れも漸次改善されてきた･さらに

1970年代になると,石族がエネルギｰ消費量の申で占め

る比重は下がって75%前後になってきたが,工業国に較

べると,まだかなりの距離がある･

1.;石油の欠乏国から輸出国へ

1.中国宿泊史

天然ガスは気体であり,石油は液体である･したがっ

て,天然ガスの方が石油よりも地下から地表に逸出しや

すく,逸出して落雷や野火に遭えば,当然燃え上がるこ

とにたる.それが,石油よりも早く人類に天然ガスの存

在を教えてくれた原因である･紀元前5世紀の書｢周易｣

の“験"の一節に,“上火下沢"の話が書かれ,“未済"

の一節には,“火柱水上"という記載があって,湖沼の

水面で燃えることがある天然ガスの存在を古代の中国人

が早くから発見していたことを表している.

中国でもっとも古い,石油･天然ガスの利用に関する

文字記録は,班固という人が書き遺した｢漢書:地理

1990年9月号

第11図

中国における発電所の配置概要図

(銭今昔主編<中国的能源>1988)

誌｣の申の

“高奴有清水,可撤."

(高奴に清水あり,鐵ゆること可たり.)

である.“高奴"は現在の陳西省安室県の北西部の古い

地名で,中国の近代的地質学の祖一軍鴻釧はこれを今の

延長油田の記録としている.最後の文字“敏"は“燃"

の古い文字で,“可敏"は燃料に使うという意志の表明で

ある.そしてr漢書｣から少し後の｢後漢書:郡国誌｣

の酒泉郡延寿県の項には,

“県南有山,石出泉水.……其水有肥.

然之種明,不可食.県人語之石漆."

(県の南に山あり,石より泉水出ず.

･･其の水に肥あり.

燃して之れ極めて明るげれど,食す可からず.

県人之を石漆と請う.)

と述べられている.すたわちr後漢書｣では,“県の人

々はこれを石漆と呼んで''いたとのことであるが,古文

書に留められている石油の名称には,ほかに石脂水,黒一

香油,硫黄浦,火油などがある･晋の張華が著したr博

物誌｣は上記のr郡国誌｣の記事を引用しだから説明を

加え,次のように記している.

“膏車及水確紅極佳"

(車及び水確鉦に脅せほ,極めて佳L)

これで,当時の人六がすでに石油を大八車や水車の車軸

の潤滑油にしていたことがわかる.さらに,南北朝時代

のr北史:西域伝｣には,新彊の亀薮(現在の庫車)一帯

で石油がでることを

“某国西北犬山中,有如有者流出成川.

行数里人地,状如醍醐,甚臭."�
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(其の国の西北,大山中に,菅の如き者流れ出でて

川を成すあり,数里を行きて地に入れば,状醍醐の

如く,甚だ良し.)

と表現している.

晋･唐そしてそれ以後にたると,石油や天然ガスにつ

いての記録は珍しくたくたり,記載されている産地には

甘粛省の武威･酒泉･玉門,陳西省の灌陽,四川省の臨

沐･濾州(天然ガス)などがある.その中の四川省の臨

沐では,天然ガスが物の煮炊きに使われていたようで,

晋の常務の著作｢華陽国誌:蜀誌｣の臨沐県の項に

“有人非,夜時光映上昭｡

井有二水,取井水煮之,一料水得五斗塩."

(大井有り,夜にいたれぽ光りて上昭を映す.

井に二水あり,井水を取りて之を煮れば,一科の水,

五斗の塩を得.)

とある.晋の永康元年(西暦300年)における,中国でも

っとも深い天然ガス井戸は30丈,唐の時代にたると,そ

れが60丈に達した.英国での天然ガスの使用が1668年に

始まったのであるから,それは中国の場合よりも1,300

年ほど後のことにたる･

石油が攻撃兵器として戦争で使われることは現代だけ

のことではなく,1,400年以上も昔に遡る.｢元和郡:県

誌｣には,そのことが次のように書かれている･

“石脂水在玉門県東南二百八十里.

周武帝宣政中,突豚囲酒泉･取此脂燃火,

焚其攻具."

(石脂水,玉門県東南280里に在り.……周の武帝

宣政の中(注:西暦578年),突豚酒泉を囲む･此の

脂を取りて火を燃し,其の攻具を焚く.)

歴史書r呉越略史｣にも西暦919年に当る年に,鉄の筒

から火をつけた石油を発射して敵船を焼き払ったことが

記されている.

宋の時代には,ビチュメンから額燭が作られていた

し,南宋の周密が著したr誌雅堂雑抄｣にはビチュメン

を使って器や皿を修理しているという記述もある.これ

らのことは,当時の人々がビチュメンの性質と用途をか

たり知っていたことを物語っている.

“石油"という言葉は,宋時代の大科学者,沈括の

r夢漢筆談｣に初めて現れる｡沈括は,この書で重要な

予言をしている.

“化物後必大行子世"

(此の物,後,必ずや大いに世に行かん)

と.現在,まさに石油は“世界に大きく広がりわたって"

いる.彼が石油と命名して以来,石油が地表に浅み出て

いる土地には石油を冠した地名がつけられるようにたっ

た.石油溝,石油河などがそうである.新彊ウィｰグル

第12図新彊ウィｰグル族自治区の古い塔里木堆積盆地

で新たに建設された村克亜石油一天然ガス田

(何越教ほか編著<中国的破産資源〉1987)

族自治区にある地名“克拉蒲依"はウィｰグル語の漢字

翻字で,そもそもは“黒い油"という意味である･現在

では,その地の克技据依油田群で採油が続けられてい

る.

古代に行われた石油の採掘は,まず流出する石油を地

表の凹部で掬い取ることに始まり,それから次第に穴を

穿ち,井戸を掘る方法で進められた.したがって,襲井技

術を持っていることが採油の重要た条件で,中国のその

技術は塩水を採取して塩に煮詰める過程で発達し始め,

それが次第に採油と採ガスの分野に捲込まれてきたので

ある.逃れば2,000年以上も音の中国の戦国時代に,西

南地方,とくに四川省で井戸を掘って塩水を汲み出し,

煮詰めて塩を取った記録があるが,当時の塩水井は非常

に浅かった･漢時代に入って,たまたま磐井中に天然ガ

スが噴出し,それから天然ガスで塩を煮詰めるようにた

り,多くの天然ガスを求めてガス井戸は一そう深くたっ

ていった.前述の晋の張華が著したr博物誌｣には,

“臨沐有人井一所,従広五尺,深二三丈,

県南百里有竹木,没取人…………

執盆壷井上,煮塩水得塩."

(臨沐に大井一所有り,縦広くして五尺,深さ2-

3丈,県南100里に竹木有り,火を取りて投出ま…

･･盆を執りて井上に差し,塩水を煮て塩を得.)

と説明されている.

西暦1521年にたって,四川省の嘉州地区での磐井中に

石油が発見された･明時代の曹学栓の著作r蜀中広記｣

は,この種の採油･製塩井について,

“井口大和碗口,深達数十丈."

(井口大にして碗口の如く,深さこと数十丈に達
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策13図

柴達木(ツァイダム)盆地カスクラの新油井.最

近にたって,新たに12の油田とガス田が発見され,

その端緒となったカスクラ油田には,今では日産

100t以上の油井が少たくない.

(<中国画報>1984-2)

す.)

と描写している.明から清への移行期には,採掘井戸の

深さが深いものでは300丈に,すたわち1,000m近くに達

していた.アメリカが1859年に掘った第1号の油井が深

度21.69m,ソ連が1848年に掘った第1号井が数10mに

すぎたかったことを考えると,恐ろしいほどの襲井量で

ある.

以上のように,中国の石油発見･利用史の開幕は非常

に早かったが,工業的な開発に入ったのはやっと1907年

にたってからで,その油田が陳西省の延長油田であっ

た.そして開発当時の年産出量は100tほどにすぎたか

ったが,その後は次第に増加して1943年に戦中のピｰ

ク,31.7万tに達した･そのほか,台湾省苗葉県の後竜

漢河畔の出鉱坑付近には1861年に一井の深さ3mの油井

があって,日産12㎏前後の石油が採掘され,灯火と薬に

使われた.

延長油田の開発から1949年の新中国の建国までの43年

間に,中国で産出した石油の総量はわずか278万t,磐

井された油井も168弁,探査試錐の総延長もおよそ17万

mにすぎず,1本の深部試錐井を除くと,残りはいずれ

も深度1,400m以浅の浅い試錐井であり,全土の90名以

上の地域が石油地質の未調査地域として残り,石油資源

の状況は模糊として不明なままであった.1949年に稼行

されていたのは,甘粛省玉門市の老君顧,陳西省の延

長,新彊ウィｰグル族自治区の狭山子の小規模た計3泊

1990年9月号

田,天然ガス田としては四川省の聖灯山と石油溝の2ケ

所,そして遼寧省の油頁岩の2製油所から年間12.2万t

の石油が生産されていただけであり,油頁岩の場合を除

くと,上記43年間の年平均産油量は7万tに達せず,年

間産出ガス量は平均1,100万m3にすぎたかった･1949年

当時,全国にあった試錐機は8台,油井は52弁,石油地

質調査班は2班,労働者と合わせて総員800名,そのう

ちの地質専門家はただの数10名で,1949年以前の石油の

年間輸入量は200万tを越えていた.

新中国となってから生産は回復L始め,1952年には産

油量が43.6万tどたり,中国の歴史上最高の水準に達

し,第1次5ケ年計画の最終年一1957年には146万tの

記録とたった.

中国の陸上の石油は大部分が中生代と新生代の堆積盆

地から産出し,含油層は主として陸成相の堆積層で,大

量に産油している中東諸国･アメリカ･メキツコだとが

海成相堆積層を主としている状況とは異なる.かつて今

世紀の初頭,世界の地質専門家たちが,r中国の大部分の

地域は,全然,石油を埋蔵している可能性がたい｣,と

言いきったことがある.中国ではこれを“中国貧油論"

と言って,何かと引合に出すが,前述のr中国的鉱産資

源｣でももちろん引用されている.実態として中国賓油

論の影響は大きく,長い間,中国の地質専門家の考え方

を束縛し,国家自体に敢て陸成相堆積盆地というタブｰ

に挑む気力もたく,石油地質調査･研究によって局面を

急速に打開することができたかった･1956年に石油探査

の重点が東に移り始め,1959年に大慶油田が噴油して初

めて“陸成層への突撃ラッパ"が鳴り響き,これで中国

の石油地質専門家は既成概念から解き放たれ,新しい視

野が開け,実地を重ねることによって陸成盆地における

採油の経験を豊富に蓄積し,石油の探査は大規模に東部

で繰り広げられるようになったのである･以来,勝利油

田･大港油田･任丘油田･中原油田だとの新たな油田が

第14図中国第二の大油田一勝利油田に林立する油井の群れ.

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)�
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相次いで発見され,中国での石油の生産は急上昇してき

た.1963年には産油量が648万tとたって第一回の石油

自給宣言が出され,1978年には1億tの大台に乗り･産

油量で世界第7位に躍進Lて世界の石油大国の陣営に加

わった.1973年に輸出が始まり,今では石油輸出国の一

つとたっているが,1981年以降は生産が伸び悩み,1985

年に1億2,500万tの記録を作り,同年は世界第6位で

あったとはいえ,おおむね1億1,000-1億2,000万tの

域を低迷し続けている.見方によっては,安定した状態

が実現されている,と言えたくもたい.中国はそう言っ

ている.

石油地質部門の発表によると,1984年末官こは15の堆積

盆地で200の油田とガス田が稼働し,そのほかに50余の

堆積盆地で油徴･ガス徴が認められている･中国の探査

石油埋蔵量は,現在,世界第11位,天然ガスは第15位

で,すでに稼働中の油田区中の大型と中型の油田区は10

数区である.中国のエネルギｰ消費構造では,石油と天

然ガスの比重が1949年の1.9%から1985年の25%に上昇

している.

1970年代後半に東部海域で広大な水域の石油･天然ガ

ス資源探査が開始され,すでに一連の産油構造が発見さ

れ,渤海,珠江河口,北部湾(バクボｰ湾,またはトソキソ

湾),鶯歌海,東支那海で相次いで可採噴油･噴ガスが

得られ,東部海域がかたり有望た石油埋蔵地域であるこ

とを実証Lている.

2.;石油･天然ガス資源の分布と展望

石油･天然ガス資源は,すべて堆積盆地に分布する･

そのような堆積盆地は現在地表で見られる地形上の盆地

㍗:竃≒区｡数

1㌔商･1･'塒､､鴛
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第15図中国の石油･天然ガス資源と有望区の分布略図

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

ではたく,地質発達史上かつて堆積作用を受けた場所

で,現在ではその多くが地形上の盆地の姿を失い,ただ

広々とした平野あるいは荒れ果てた砂漠とたっている｡

たとえほ,華北平原,松遼平原,江漢平原,蘇北平原は

深部まで非常に厚い堆積岩層で構成されている.当然の

ことだから,現在でも地質上の盆地(堆積盆地)の幾つか

は,たとえほ四川盆地,柴達木凹地,都爾多斯平原,准

鳴爾平原のように,四周に高地を回らした低地地形を保

っているが,その盆地内には流水も水塊も今では非常に

少なく,陸地の一つの平原にすぎたい.それでも小数な

がら,今も海水や湖沼に覆われている堆積盆地もあるに

はある.渤海や南海(かつて南支那海と呼ばれた海)がそう

である.中国の陸地には240ばかりの堆積盆地があり1

総面積は420万k㎜2(日本の総面積の約11倍)で,中国の陸

地総面積の44.5房前後を占めている･そのうち,面積が

10万km2以上の大型のものは,塔里木(タリム),華北･

都爾多斯(オルドス),松遼(松花江一遼河),四川･黙桂

(貴州一広西),准鳴爾(ジュンガル),柴達木(ツァイダム)･

二連,蔵北(北チベット)の10の堆積盆地で,この10堆積

盆地だけで面積は244万㎞2もあり,その大部分の堆積

盆地ですでに油田や天然ガス田が発見済みである.たと

えば,松遼盆地では大慶油田が,華北盆地では勝利･大

港だとの油田が,准鳴爾盆地では克粒轟依(ヵラマィ)

油田が,郡爾多新盆地では延長油田が･四川盆地では昌

県と威遠だとの天然ガス田がそれぞれ発見･稼行されて

いる.一般的に言えば,大型の油田･天然ガス田は大型

堆積盆地中に分布する.中型や小型の堆積盆地でも,す

でに可採出油が得られているものもある.たとえば,甘

粛省の酒泉,江蘇省の高郵,河南省の南陽,湖北省の江

漢たどにある･以上の油田が,現在の中国に

おける石油や天然ガスの生産を支える上で大

ζきた力とたっている.

しかし総じて,中国の陸域堆積盆地におけ

る石油･天然ガス探査の程度はかたり低い.

石油胚胎盆地に対する探査程度の現在の世界

的た分類規準によれば,松遼･四川の両大型

堆積盆地だけが探査･研究程度の比較的高い

地域に入り,華北と都爾多斯の2堆積盆地が

中程度に分類でき,ほかは一部しか探査が進

んでいたい,もしくは基本的にはまだ探査が

行われていたい地域に入る･統計によると･

��

､高一海11983年末までに石油･天然ガス探査がすでに

1｡､･ノ行われた堆積盆地の面積は80万㎞12にすぎ

､'㈱紬ず,世界の先進諸国に較べると,探査事業を

大いに進めたげれぽたらないことは明らかで

ある.アメリカに例をとれば,その国土の面

地質ニュｰス433号�
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策16図勝利油田孤島採油区の油井

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

積は中国とそれほど遣わず,地質学的た石油の生成条件

も中国の場合に似ている.アメリカの堆積岩の被覆面積

は469万㎞2,その堆積岩の体積はおよそ2,100万㎞3で,

1982年末には石油試錐井の累計が300万井,掘進総延長

は28億mに達した.それに対し,中国の堆積岩被覆面積

はアメリカの場合に近い,およそ450万㎞2,その体積

は2,200万㎞3であるのに,1982年末までの石油試錐井

の総数はわずかに2万井,掘進総延長も0.4億m,すた

わち,それぞれアメリカのO.67%および1.4%にしか相

当していたい｡この事実からすると,中国の石油･天然

ガス資源の将来性はまだ定かでなく,堆積盆地の調査･

探査事業は全体として開発段階に進んだぼかりと言える

だろう.その中でとくに西部の塔里木と准鳴爾の両堆積

盆地では,最近,石油探査が進み,すでにある程度の成

果を上げている･すたわち,1984年に塔里木堆積盆地北

縁の古生界苦灰岩から可採性の噴油を見,同盆地がかた

り豊かた将来性を持っていることが証明され,同じ頃･

准鳴爾堆積盆地の石油探査でも新たた油徴を得て,重視

すべき進展があった.

一方,中国東部の海域は1OO数10万㎞2にわたる陸棚

を持ち,その中にはおよそ80の堆積盆地がある･1985年

に中国海洋石油総公司が発表した資料によると･10年に

近い調査を経て渤海堆積盆地と北部湾堆積盆地で油田

が,鶯歌海堆積盆地で大型天然ガス田がそれぞれ発見さ

れ,すでに稼行されている･また,珠江沖堆積盆地では,

1983年8月に地質鉱産部の試錐によって可採出油が得ら

れ,東海堆積盆地(東支那海堆積盆地)ではこの5年ほか

りの調査ですでに有望な油徴が得られている.中国は,

この東部海域の石油の地質鉱量を100億t以上と見積っ

ている.地質鉱量は地質条件から期待される鉱量のこと

だから,どこの国でも多めに見積るのが普通である.

1982年に地質鉱産部が発表した中国の究極的た石油資

源量は300-600億t,天然ガス資源量は6兆3,000億一7

1990年9月号

第17図東海(東支那海)海盆で得られた可採石油･天然

ガスの噴出

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

兆5,000億t(石油換算54-56億t)で,この数字はアメリ

カが1974年に発表したアメリカの石油の地質鉱量600億

tに近い.たお,中国が1987年末までに採掘した石油は

合計16億tを越える程度であり,アメリカが140年ほど

の採油史の中で採掘Lた総量が78億tほどということを

根拠にして,中国はその石油開発の今後を楽観している

ようである.

現在のところ,中国陸域の石油の80カ以上が中生代と

新生代の陸成相堆積層から産出しており,油井の深度は

比較的浅い.海成相の地層(とくに苦灰岩･石灰岩だとの炭

酸塩岩層)中の石油の埋蔵ポテンシャルは,現在まさに

探られているところである.たとえほ,河北省の任丘油

田の油層は新生代の陸成層の下位の原生界炭酸塩岩層中

に賦存し,四川省威遠の大型ガス田も炭酸塩岩層の天然

ガス層からたり･これらの発見は新たた探査対象を生ん一

だ1中国の北部には原生代後期と古生代前期の,'南部に

は原生代と古生代,中生代のそれぞれ炭酸塩岩層がいち

じるしく発達Lていて,それが中生代や新生代の陸成層

に被覆されているところもある.ソ連の｢鉱業事典｣

(1986)によると,世界の石油･天然ガス埋蔵量の52%

は炭酸塩岩層中に存在する･大量の石油の産出で有名た

中東地域･メキシコ･北アフリカ地方･アメリカ･ソ連

だとの多くの大型油田では,そのほとんどの油層が炭酸

塩岩層に胚胎されている･1油井当りの産油量水準で見

ると,世界の日産1万t以上の7弁の高産油井はいずれ

も炭酸塩岩層が貯留層である.華北堆積盆地中に位置す

る任丘油田は,かつて日産1万tの記録を作ったことが�
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ある.中国の予測では,華北堆積盆地内の炭酸塩岩層が

胚胎する石油の埋蔵ポテンシャルは46億tに達する,と

いう.因みに,この数値は期待値とみるべきものであ

る.｢四つの近代化｣を国是とする中国の新時代で石油

探査に要求されていることは,新地域･新深度･新産

油層･新トラップの把握を目指して新たた局面を開くこ

とであろう｡これは容易たことではあるまいが,決して

不可能ではたいだろう｡ただし,高度た探査技術と技術

陣,豊富た投下資本と近代的機器,永続的た蛍働への保

証と意欲的た労働集団があれば,のことであるが｡

3.中国の4大油田

1)大慶油田

この油田は黒竜江省西南部の撤江平原中部に位置し,

産油層はジュラ系に始まり白亜系上部統にいたる陸成相

の堆積岩系である･白亜紀後期に起った燕山運動によっ

て堆積盆地中部に摺曲･隆起が生じ,一系列の長い土手

状の背斜トラップが形作られ,産油層の数が多く,その

層厚が厚い･1959年の建国記念日の前夜1大規模に噴油.

したので大慶油田と名付けられ,現在では元の安達市を

基礎にして大慶市が生まれている.1986年現在で言え

ば,この油田が中国最大の油田で,原油産出量は中国全

体の総産油量のほほ半分を占めている｡1975年以降,こ

の油田の産油量はほぼ一定している(“伸び悩んでいる"と

いう言い方もできる).1960年2月にこの油田の大観模た

探査･開発計画が実行に移されてから此のかた,すでに

採油･精油･化学繊維･化学肥料･発電などを含む中国

最大の石油化学コンビナｰトになった.その原油は大慶

一秦皇島一北京送油パイプラインと大慶一大連送油パイ

プラインを経て国内各地に輸送され,一部は大連から輸

出されている.

2)華北油田

これは,大港油田と任丘油田を包括した油田である.

大港油田は東に渤海を臨み,華北平原を背にした華北堆

積盆地の一部分である｡産油層は,主として古第三系で

ある･1964年にたってから,かたり複雑た地質構造を背

景とした構造帯の脊綾部分とその片側の主断層付近で,

さまざまなタイプの石油トラップ構造が発見された.深

部の油層のほかに浅い油層が発見されてから,中国での

大型油田に成長した.1966年から正式た生産に入ってい

る.

任丘油田は河北省中部の任丘一帯に位置し,主な産油

層は震旦系の炭酸塩岩である.1976年から営業生産に入

った.

3)勝利油田

この油田は,黄河が渤海に注く･河口付近の陸地に位置

する.産油層は主として古第三系で,背斜構造トラップ

と断層地塊トラップが主たトラップである.1965年に入

って次第に開発が進み,1986年現在では,この油田が中

国第二の大油田とたっている.この数年来の探査によっ

て渤海南部の黄河河口付近の石油胚胎ポテンシャルの展

望は広がり,油層の分布範囲と鉱量観模はいずれも拡大

しつつある.この油田の中心部に油田都市として,東営

市が建設された.原油は東営一南京送油パイプライン,

東営一青島送油パイプラインを経て各地に送り出されて

いる.

4)中原油田

この油田は山東省と河南省の省界付近の黄河一帯に位

置する･地質構造上は中生界一新生界の華北堆積盆地の

一部であり,東明一漢陽凹地と呼ほれている.1970年に

調査が始まり,1975年に最初の噴油が得られ,すでに幾

つかの油田が採油を行っている･この中原油田の油層･

天然ガス層は油柱が厚く,トラップのタイプが多様なこ

とが特徴で,深部には石炭ガスプｰルがある｡

万炭大国一中国

;石炭開発史をかいつまんで

中国は,世界でもっとも早く石炭を使った国である･

春秋一戦国時代には,石炭が“理石"とか“石浬"と称

されていた.地理に関する当時の名著｢山海経｣では,一

石浬が3ケ所出てくる･西漢時代は製鉄がかたり発達L

ていたらしく,河南省鉄生溝の製鉄遺跡(紀元前205一紀元

籔第18図

繋中原油田の景観(<中国画報〉から)
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25年)で石炭を使って鉄を製煉した遺跡が発見されてい

る.

また,山東省済南市平陵城の漢時代初期の製鉄遺跡で

大量の石炭の塊が発見されたが,これは漢時代初期には

木炭を使って鉄を製煉Lていただげではないことを物語

っている.ヨｰロッパでは16世紀にたってから石炭を用

いた製鉄が行われることに比べれば,1,700年も早かっ

たことにたる.漢の時代を過ぎると,石炭を使用したと

いう記録は多くなるが,鮮明でたく,名称は時代によっ

てさまざまで,魏一音時代には“石墨",“石炭"などと

呼ばれていた.

たとえば,北魏の麗嗜道元が著した｢水経:河水二｣

は,

“屈茨北二百里有山,夜別火光,昼日但煙.

火取北山石炭,冶北山鉄,恒充三十六国用."

(屈茨の北200里に山有り,夜則ち火えて光り,昼

日但し煙だり･人化の山の石炭を取りて･此の山の

鉄を冶き,垣に36ケ国の用に充つ.)

と書いている.当時,石炭を用いて暖を取っていたこと

や製鉄がさらに広がっていたことが判る･宋時代にたる

と,都の沐梁(今の開封)の数百万軒がいずれも石炭を

使い,薪や柴を用いる人が居なくなってし事ったと言

う.同時に,石炭で陶器を焼き,銅･鉛･錫たどを製煉

したことも,文字にたって記録に残されている･たとえ

ば世界的に有名たマルコポｰロの｢東方見聞録｣には

“契丹省(元の時代の中国名)の到る所で黒
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第19図宋応星の著作<大工開物>に面かれている古代中

国南部での採炭の図

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

1990年9月号

い石が発見されている.これは鉱山から

掘出され,地下で板のようだ形で広がって

おり,火を点げれば燃え,その威力は炭と

同じで,その格は炭よりもはるかに盛んで

ある･……この黒い石の塊は取っても取り

きれず,値段も非常に安く……｣

とある.十三世紀のヨｰロッバ人が石炭を全然知らたか

ったことが硬い知れる.

中国では,石炭を“煤炭"または“煤"と書く.この

“煤炭"という言葉が初めて使われたのは明の時代で,

当時の人々は金と同じように大切たものとして“烏金"

とも呼んでいた･明時代の子謙が面白い一首の詩“隊媒

炭"を詠み,その中に“烏金"の表現が見える･

`襲開混沌得烏金,蔵書陽如意最深"

(撃ち開くこと混沌として烏金を得,蔵し蓄えるこ

と陽に和して意最も深し.)

明時代には,石炭の分類について研究されていた､たと

えば,科学者の宋応星は｢大工開物｣という一書の中

で,塊の程度から石炭を明煤･砕媒･末煤の3種に分類

し,明煤は北方で,砕煤は南方で産出するとし,さらに

その用途から,

“炎高者日販炭,用以炊烹.

炎低者日鉄炭,用以冶鍛."

(炎高きは飯炭と日い,以って炊烹に用う･

炎低きは鉄炭と日い,以って冶鍛に用う.)

と述べている.

中国の石炭開発史は非常に長いとは言うものの,清時

代末以降は政治の腐敗,外国列強の侵略,そして国内戦

争のため石炭産業は不振を続けた.1949年の新中国誕生

の直前には,開藻,撫順,阜新,嚢庄,浮郷,藻博,陽

泉,大同,鶏西,准南だと数10の炭鉱が生産を維持して

いたが,それらの炭鉱の設備は老朽化し,生産性も低か

った.1949年の中国の石炭産出量は3,240万tにすぎず,

世界の石炭産出国の中ではうだつの上がらたい国であっ

た.

その中国が中華人民共和国にたって3年後の経済回復

期(1952年)には急速に石炭生産量が増加して6,650万t

に達し,第一次5ケ年計画の終了直後の1957年に1億t

の大台に乗り,1.3億tにたった･そして20年後の1977

年には5億tを突破した･1981年には世界第三位に躍り

出て,産出量が7億t,1985年には産出量が8.5億tで,

ソ連に次ぐ世界第2位にのしあがった･現在の石炭産出

量は,新中国成立の年の全石炭産出量を半月で賄ってい

ることにたる.もともと石炭の豊富た国だから当然,と

片付けられるほど単純たスピｰドぶりではたい.�
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第20図安徽省准南炭鉱の藩集第一立坑.中国が自力で設計･

建設Lた自動化坑井

(何越教ほか編著<中国的破産資源〉1987)

分布上の特徴と有望性

中国は石炭が豊富である｡1984年末現在における中国

の石炭探査鉱量は7,000億tをはるかに越え,世界第2

位とたっている･さまざまだ地質時代の挟炭層が全国各

省･各自治区に分布し,石炭胚胎区域の総面積は55万

km2を越え,陸地面積の5.7%を占めている.炭種から

みると,すべての炭種の石炭が揃っている｡その探査鉱

量の中でコｰクス用炭が占めている割合は36%,化学工

業用の無煙炭が17%,動力用炭が45%,一般用炭が2%

である.

1)中国の宿炭生成期

中国の石炭は,古生代前期,古生代後期,中生代から

新生代に到るいずれの時代にも生成している･その申で

主な生成期は,北方では石炭紀中期から二畳紀に到る時

代(二畳紀を含む),ジュラ紀前期一中期,ジュラ紀後期

から白亜紀前期に到る時代の3生成期,南方では二畳紀

後期の1生成期である･この4生成期の石炭埋蔵量は総

埋蔵量の98老を占め,これに次ぐのが第三紀の石炭で･

後者は南北両方にほぼ等分に存在する.このほか,三畳

紀の石炭が0.6老を,石炭紀以前の石炭が0.2名を占める

が,いずれも重要た地位にはたい.これらとは別に,第

四紀に生成Lた泥炭が全国いたるところに存在し,南北

両方に分布しているが,現在は採掘･利用されているも

のが少なく,工業上は重要な地位を占めていたい.

中国の石炭紀前期の石炭はそれほど高い稼行価値を持

っていたい.この石炭は,甘粛省の河西回廊,新彊ウィ

ｰグル族自治区の北部,湖南省の中部と南部,広東省の

西北部,広西壮族自治区の北部,貴州省の東南部,雲南

省の東部に分布し,申でも湖南省の中部に多い.

しかし,総じてこの時代の石炭が全国総埋蔵量の中で

占める割合は非常に小さく,石炭が乏しい南中国の環境

で或る程度価値があるだけである.

石炭紀中期から二畳紀に至る地質時代は中国北部にお

ける重要た石炭生成期で,その石炭は新彊ウィｰグル族

自治区の天山山脈南麓と北麓,陳西省,甘粛省,寧夏回

族自治区,内蒙古自治区,河西回廊,郡爾多斯堆積盆地

の東西両側,華北地方の河北･山西両省,華中地方の河

南省,東北地方の黒竜江･吉林･遼寧の3省,さらに華

東地方の山東省･安徽省･江蘇省に分布し,とく､に北方

では山西省を中心として西北･華北･東北･華東･華中

の5大地方の12の省と自治区を貫く広大た石炭賦存帯を

形作っている.この地質時代の炭層は比較的]足してい

て,鉱量も大きい｡年々の石炭産出量の多くを支えてき

たのは幾つかの大型炭田である.たとえば,開灘炭田,

大同炭田,本漢炭田,さらに太行山脈東麓,沁水,河南

省西部,准河北部,准河南部,徐州,山東省西南部,賀

蘭山脈]帯の石炭で,これらはいずれも石炭紀中期から

二畳紀を含む地質時代のものである･

貴州省･雲南省･四川省･湖南省･湖北省,広東省･

広西壮族自治区･江西省･福建省･江蘇省･漸江省を主

とする中国南部の10いくつかの省と自治区には,二畳紀

後期の炭田が分布している.この地質時代が中国南方に

おける主な石炭生成期である.その中には,たとえば貴

州省西部の六盤水地区のように,石炭埋蔵量が非常に多

いところもあり,その六盤水炭田は現在開発重点対象に

たっている炭田の一つである･

ジュラ紀前一中期の石炭の鉱量は最近大幅にふえて,

中国屈指の石炭生成期に昇格してきたが,古生代後期の

石炭のようには開発が進まず,開発が広がってもいた

い.その主た分布地は,陳西省,甘粛省,寧夏回族自治

区,新彊ウィｰグル族自治区,内蒙古自治区である.こ

の地質時代の炭層は一般にきわめて厚く,鉱量が大き

い.現在,内蒙古自治区と新彊ウィｰグル族自治区の石

炭埋蔵量はそれぞれ全国第2位と第3位であるが･その

埋蔵量の大部分がこの地質時代のものである.

ジュラ紀後期一白亜紀前期の炭田は主として内蒙古自

第21図最新大型設備を用いて採掘中の内蒙古自治区雷林河露

天掘炭鉱

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

地質ニュｰス433号�
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第22図中国の石炭資源と有望区の分布略図

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

炭田区･炭田生成区の名称1

1･三江穆校生成区2･遼寧北部生成区

3.澤江生成区4.遼河一太子河生成区

5.遼寧西部生成区6.北京一唐山生成区

7･内蒙古東都生成区8･都爾多斯炭田区

9.太原一寧武生成区10.沁水炭田

11.太行山脈東麓生成区12.河南西部生成区

13｡江蘇･山東･河南･14.断江･江蘇･安徽生

安徽生成区成区

15｡湖北東南生成区16.湖南･江西･広東生

17｡福建･広東生成区成区

18｡広西中部生成区19.貴州･雲南･四川生

20.華営一金山脈生成区成区

21.雲南中部生成区22.河西回廊生成区

23.大通河生成区24.柴達木北部生成区

25･吐魯番一吟密炭田区26･海鳴爾炭田区

27･伊禦生成区28･塔里木北縁生成区

29.チベット北部生成区

治区の東部と吉林省･黒竜江省･河北省に分布し,中に

は炭丈が230mという炭層もある･内蒙古自治区の有名

た農林河炭田,黒竜江省の鶴嵩炭田･双鴨山炭田･鶏西

炭田,吉林省の蚊河炭田,遼寧省の阜新炭田の石炭,さ

らに西北地方の大型炭田の炭層の多くは,この地質時代

の生成物である｡

第三紀の石炭は,東北地方,内蒙古白治区,山西省･

山東省･雲南省･広東省･広西壮族自治区･台湾省に分

布し,その中でも比較的集中しているのは東北地方と山

西省呂梁山脈以東の地域で,北方の第三紀の石炭生成期

は南方の場合よりもやや古い.

2)北に多く,南に少ない中国の;石炭

中国の石炭資源は分布が広いとはいえ,その地質学的

た生成条件が地域によって異なるため,地理的にも鉱量

の多寡にも著しい不均衡が生じ,北方に多く,南方に少

ないという特徴がある･すなわち,中国全体の石炭埋蔵

量の90%以上が揚子江以北に存在し,以南の八つの省と

自治区および江蘇省南部,安徽省南部の石炭埋蔵量は,

石炭が比較的多く存在する貴州省を除くと,全国の石炭

埋蔵量の2房に満たたい.現在,建設が急がれている八

つの大型炭田のたかで,揚子江以南にあるのは貴州省の

六盤水炭田だけである｡

地域別の分布を見ると山西省が中国一で,その石炭埋

蔵量は全国の%を占めている.その次は内蒙古自治区の

東部で,これは近く採掘に一入ることになっている.これ

ら2地域の炭田は炭層の賦存深度が浅く,地質構造が簡

単たので,大規模た露天掘が行われ,あるいは行われる

予定である.そのうち,農林河炭田はすでに大規模な露

1990年9月号

天掘に入っている･そのほか,新彊ウィｰクノレ族自治区

の中部,黒竜江省の東部,遼寧省の中部,北京市,河北

省の唐山市,太行山脈の東麓,内蒙古自治区の中部,陳

西省の北部,湖北省の中部,江蘇省の北部,山東省の西部,

安徽省の北部も,中国北方の重要た産炭地とたっている.

中国南部の主た炭田分布地域は,貴州省,雲南省,四

川省であるすでに触れたように,貴州省西部の六盤水

炭田は中国が最近,重点開発対象とした族田である.こ

のほかも南方の古生代前期の地層中には比較的豊富た石

炭資源があって,主として安徽省の南部,新江省の西部,

江西省の東北部,湖北省の東南部,広西壮族自治区の東

北部,湖南省,貴州省の東部に分布している･これらの

石炭は一般に低カロリｰのものであるが,一般にバナジ

ン･ウラン･モリブデン･ニッケル･チタンだとの金属

元素を随伴している･カロリｰが低いため,中国の技術

ではこれらの有用元素の分離･抽出がかなり難しく,し

かもその石炭中の灰分と硫黄分が多いので,燃やせば環

境を汚染Lやすく,長い間十分た利用ができたいままに

過ごされてきた･現在,安徽省,新江省,湖南省,江西

省ではこの種の石炭資源の有効た総合利用の課題を解決

するための方法が積極的に追求されている.もしこの膨

大たエネルギｰ資源が総合的に開発できるようにたれ

ぱ,中国南部での石炭不足の解決に貢献するに違いな

し･.

3);石炭資源開発の展塑

石炭は十分に将来性のあるエネルギｰ資源であり,重

要た化学工業原料である｡日本では産炭量が減り続けて

いるが,いずれそのために経済上の欠きたダメｰジを受�
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けるかも知れたい･コｰルタｰルは石炭酸だとの化学工

業原料などの原料になり,そしてコｰルタｰルは石炭か

らしか得られたいのである｡

地球の石炭埋蔵量は,実に豊富である･推計による

と,世界には16-20兆tもの石炭が埋蔵されている.そ

れを30兆tと推算している機関もある･もし現在の消費

水準で計算すれば,今後3,000年掘り続けても無くたら

たい､

これが石油たら,その埋蔵量は推計5,500億バｰレル

から,多くても6,700億バｰレル,したがって現在の消

費レベルが続くとすれば,あと25年から30年分しがた

い.しかも石炭の分布は石油の場合よりもはるかに広

く,程度はさまざまであるが,世界の多くの国々にとに

かく存在して,それぞれエネルギｰ源(や化学工業原料)

にされ,国際政治の動向にあまり左右されず,パニック

も起きたい.これらのことが,近来幾つかの石炭の豊富

た国のしきりと石炭の開発を強めている理由である.た

とえほ人ロｰ人当りの石油使用量が世界一のアメリカで

1973年の産炭量が5.4億t,それが1977年に7.7億tに増

加し,さらに1980年には8億tどたり,1986年には10億

tの大台に乗ったのである.

近年,中国は石炭資源の開発に力を入れている･今世

紀のうちに石炭の生産を上げて12億t台にするために,

1981年から始まった八大産炭区と五大露天掘り炭田(内

蒙古自治区の剋農林河僅盤亙の3炭田,進堕堅炭田,

山西省の平朔炭田)の建設が促進され,さらに山西省を中

心とした中国最大のエネルギｰ開発センタｰの建設が急

がれている.これらの炭田が計画通りに稼働すれば,そ

れは中国の｢四つの近代化｣のスピｰドを早める働きを

し,その稼働による中国の石炭の生産は世界の経済に新

たた,よい影響を与えることにたるだろう.

3.中国の著名な産炭地

1);百炭の里一山西

山西省の,探査で確認済みの石炭埋蔵量は･全国の総

埋蔵量の%に近い･東は太行山脈の西麓に始まり,西は

黄河の東岸に至り,北は口泉の寧武山脈の麓から南は中

条山脈の北麓まで,全省15.6km2の面積の中で炭層胚胎

面積が37%強を占めている･全省105県のうち94県が石

炭を産出し,“遍地烏金"(到るところ石炭)と言われるだ

げのことはある.省全体で八つの大辰田があり,そのう

ち最大のものが沁水炭田で,有名た陽泉炭鉱はその北縁

にある.

山西省の石炭資源は埋蔵量が多いだげでたく,炭種が

比較的揃い,炭質が比較的優れ,賦存深度が浅く,現在

の年産量は1億tをはるかに越え,中国全体の石炭総生

産量の%強に相当している.

山西省の石炭の90%以上が3.5-2.3億年前の古生代石

炭紀一二畳紀の生成体で,北部の大旦地区と璽重地区の

ジュラ紀の石炭はそれほど多くだく,新生代第三紀の炭

田は多くが褐炭からたり,埋蔵量の比重は非常に小さ

し･.

山西省の炭田はすでに漢の時代には手掘りなカミら採炭

されていたと言うのに,1949年の中国建国の前年の石炭

産出量はわずか260万tにすぎなかった･現在では･全

省で採炭中の大小の炭鉱は2,000余ケ所,その中でとく

に有名たものと言えば,大同･陽泉･西山･扮西･深安

･音域･軒嵩･震県の各炭田がある.そして,現在の山

西省は6分問に1編成の割合で石炭を満載した列車を国

内の他の省に送り出し,その移送される石炭の量は全中

国での移送総量の%を越え,輸出の%を占め,中国のエ

ネルギｰ工業のまさに強大な支柱とたっている｡将来計

画によると,山西省を中心とした中国北方のエネルギｰ

供給センタｰが形作られ,電解アルミニウム,精銅,鉄

合金,カｰバイト,石炭化学,化学肥料だとの産業が集

った,エネルギｰ工業を中心とする総合的工業地域が出

現することにたっているが,技術と資金の二大障壁は厚

し･.

2)中国を代表する十夫炭鉱

(1)開藻炭鉱:河北省唐山市にある,中国でもっとも

古い炭鉱である.1878年に第1立坑が作られてか

ら,すでに110年もの歴史が刻まれた･強粘結炭を

炭産することで名があり,中国最大のコｰクス用肥

炭(ファットコｰル)産地で,主に北京･天津･鞍山

だとの製鉄所の需要を賄い,一部は南方の関連工業

に供給されている.

(2)大同炭鉱:すでに触れたように,炭田は山西省大

同市にあって,年間石炭生産量が2,OOO万tを越え,

“煤海"(石炭の海)の異名があり,世界的にも優れ

た動力用炭である.

(3)撫順炭鉱:遼寧省の撫順市にあって,建国前と建

国初期における中国最大の産炭地であり,“煤都"

(石炭都市)の名があった｡炭層は第三紀に生成さ

れ,稼行申のものとしては中国でもっとも厚い,炭

丈125m,平均50mというものがあり,中国最大の

露天掘炭鉱であることは今も変りたい･

(4)阜新炭鉱:これは遼寧省の阜新市にあり,中国で

最初に機械採炭を始めた炭鉱で,年間産炭量は

1,000万tを越えている.

(5)平頂山炭鉱:河南省平頂山市にある.中国東部の

ほぼ中央部に位置し,交通が至便で,華南地方の石

地質ニュｰス433号�
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第23図安徽省准北･准南両炭田の新炭坑配置概念図

(何越教ほか編著〈中国的破産資源>1987)

炭の欠乏に対処する上で重要た働きをしている.

(6)六盤水炭鉱:この炭鉱は貴州省西部の六枝･盤県

･水城3県(六盤水の名称はこの3県の頭文字をとった

もの)に広くまたがった大炭田を採掘し,その炭田

は埋蔵量は大きく,全炭種が揃い,華南地方最大の

コｰクス用炭産地で,中国が重点建設対象としてい

る炭鉱の一つである.

(7)准南炭鉱:この炭鉱は安徽省の准南市にあって,

その炭田の炭質はコｰクスの製造に適し,動力用炭

ともたる石炭が産出する･交通･輸送条件も良く,

今や大規模産炭地および輸出用産炭地として脚光を

浴びつつある.

(8)准化炭鉱:これも安徽省にあって,石炭産業の都

市一准北市の中心的産業とたっている.現在,華東

地方のコｰクス用炭･無煙炭供給基地として生産を

伸ばしている.

(9)峰峰炭鉱:河北省の郎鄭市にある,歴史の長いこ

の炭鉱は,中国の主なコｰクス用および燃料用の石

炭産地の一つとなっている.

⑩鶏西炭鉱:この炭鉱は黒竜江省鶏西市に位置し,

コｰクス用･動力用の優れた石炭を産出する1採掘

しやすいため･東北地方の主要なコｰクス用炭･動

力用炭の供給地として重視されている.

地熱一開発テスト中の新資源

中国での地熱の利用は古文書で見る限り,遠く紀元

前,周の幽王が西安郊外の華溝地温泉の傍らに羅山宮を

1990年9月号

建てたことに始まる.この温泉は秦の始皇帝が｢騒出

湯｣と口乎んで愛用し,さらに唐の玄宗が楊貴姫のために

華清宮を造営して後目,白居易の｢長恨歌｣で,

“春夏腸浴華溝池"

(春夏浴を麗う華清の池)

の一節とたったのは有名な話である.

東漢の張衡のr温泉賦｣,北魏の元蓑のr温泉類｣,唐の

李世民のr温泉銘｣,明の李時珍の｢本草綱目｣はいず

れも当時の温泉療法のやり方や著効ぶりを生き生きと書

いている.またr水経注｣という一書には,幾つかの温

泉の存在地と現地の人々の温泉･地熱の利用状況を記録

し,rもやし｣を作っている面白い事例が紹介されてい

る･｢元和郡県誌｣でも,湖南省榊洲の農民が温泉を利

用して水田を灌瀧し,それによって水稲の実りを早め,三

毛作を行っていることが書かれている.さらに｢徐霞客

遊記｣には,雲南省の騰沖地区の豊富な地熱資源の状況

と現地での利用状況が挿絵入りで詳しく描かれている.

しかし,中国における地熱エネルギｰの近代的た開発

史が開かれたのは,もちろん遠い昔のことではたい.そ

れは1970年12月,広東省豊順県で中国初の地熱実験発電

所(発電量86kW/時)が建設されたことに始まる.その

後,河北省の懐来,江西省の宜春,山東省の招遠,湖南

省の寧郷,遼寧省の営口,チベット自治区の手八井に相

次いで地熱実験発電所が作られた.

現在すでに,中国の地熱資源カミ豊かであること,自然

に湧出あるいは試錐によって湧出した熱泉は2,700ケ所

に達すること(そのうち200ヶ所ほどが試錐井),それが30の

省･自治区･直轄市に及ぶことが明らかになっている.

これらの勲泉の分布は世界の地熱帯に規制され,大多数

が太平洋西岸地熱帯と地中海一ヒマラヤ地熱帯に集中し

ている.

太平洋西岸地熱帯は中国東部沿岸の諸省と江西省,湖

第24図チベット自治区の手八井熱泉一中国最大の地熱田

(何越教ほか編著〈中国的破産資源>1987)�
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第25図湖南省寧郷県の灰湯実験地熱発電所

(何越教ほか編著<中国的破産資源>1987)

南省などを含み,東部地熱区と呼ばれ,現在すでに発見

済みの熱泉が600余ケ所あって,全国の勲泉のX弱を占

め,そのほとんどが中温熱泉である｡たとえば,遼寧省

金州県の熊岳温泉は泉温が72.5℃,山東省新南県の銅井

温泉の泉温は74℃,江蘇省の東海温泉の泉温は72.5℃

で,これらの温泉は多くが断裂帯上に位置する･

泉温が90℃を越える中一高温熱泉は全国に数10ケ所あ

り,たとえば,福州1号井は550mの孔底で泉温が107

℃,障州1号井の深度265mの孔底の泉温が120℃であ

る.温度がもっとも高いのは何といっても台湾省馬槽の

熱泉で,その泉温は293℃に達する.台湾島は環太平洋

地熱帯の一部を構成L,全島に合わ喧て100ケ所ばかり

の慈泉があり,その多くは泉温が80℃を越え,申霜の地

熱資源の特に豊富た地帯の一つである.島の北部の丞重

火山温泉区の地下1,OOOmから泉温294℃の高温蒸気が噴

出したことがある.

そのほか,中国東部に分布する幾つかの大型権積盆地

と浅海帯の部分,たとえば松遼平原,華北地方,蘇北地

合
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域(江蘇省北部),南海の北部湾など各堆積盆地は地殻の

厚さが比較的薄く,そのため地熱異常区域が比較的多

い.近年,石油の探査を通じて地下の熱源の分布と地下

の熱水の胚胎層準が基本的には浮き彫りになり,これら

の地域はいずれも前途有望た地下熱水分布区であること

が証明されている.たとえば,天津市付近では700km2

の範囲内に200弁ほどの熱水井が得られ,そのうちの最

高の泉温は94℃である･また,華北平原の河北中部地熱

帯は面積が1,500km2に達し,最高の泉温は95-118℃で

ある.これら幾つかの平原区の範囲は広く,人口が多

く,工業が発達し,都市が集中し,交通が至便であるか

ら,地下の勲エネルギｰ開発は経済の発展を促進し,環

境の改善に役立つ.現在,中国東部の,たとえば北京,

天津,西安,福州といった幾つかの都市はすでに積極的

に地下熱水を開発し,暖房･洗濯･卵の艀化･温室栽

培,漁の養殖などに利用されている.そのほか,四川盆

地や江漢盆地だとの大型堆積盆地内の地下熱水は塩分が

多く,その含有量は1k4当り数10たいL数1009rに達

し,沃素･臭素･リチウム･棚素だと多くの有用元素に

富み,比較的高い利用価値があるとされている･

中国第二の地熱帯は西南地方の雲南一チベット地域に

あって,西南地熱区と呼ばれている.この地熱区は地中

海一ヒマラヤ地熱帯の一都を構成し,中国の陸上では熱

水活動がもっとも盛んな地域である･その中で当該地の

沸点よりも高い温度の沸騰熱水が発見済みの所が100ケ

所に近く,高熱で爆発的た蒸気黙泉が10余ケ所もある.

たとえば拉薩市西北90虫mの手八井地区がその好例であ

り,近年,同地区は中国の重点開発対象の地熱区とたっ

ている.手八井地区は海抜4,300mの高原地帯に位置し,

四周を高山に囲まれているが,冬も雪が積るこ

とはたく,6.8km2の凹地帯に熱泉が密集し,蒸

気がもうもうと吹き上がり,周囲に厳寒の高原

㌻

南揮幅母

第26図中国の地下熱水分布概要図

(何越教ほか編著〈中国的破産資源>1987)

･雪山を引き連れて,相反する然の世界を造り

出している.この地区の東部には,面積7,000

㎡ばかりの熱水湖があって,その水深は最大16

m,泉温が50℃である.この熱水湖の西には沼

沢と湿原が広がり,そこにも温泉･沸騰泉･蒸

気泉が連たって一条の熱い溝地を作り,そこに

立では熱気に焼かれる思いがするという.

1974年,地質部は一探査隊を手八井の地熱調

査に派遣し,数年の調査を経て,同地区が有望

な地熱田であって,試錐井の孔口の泉温が150

℃,井内の蒸気圧は4,000MPaに達することが

立証された･その探査試錐の初期に蒸気が噴出

し,高さが100mにも達するような大量の泥･

砂･礫が混じった蒸気一熱水カミ轟音とともに吹

地質ニュｰス433号�
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策3表幾つかの国の埴隷発題能力(何越教ほか編著く中国的破産資源>1987)

�1980年の地熱発電能力�����

国�名��西暦2000年の予想地熱発電能力���

�×1012ワット�■�対世界比(%)�･1内1/1�対世界比(%)�

アメリカ�923�38�5,582�33��

イタリア�440�18�800�5��

フィリピン�446�18�1,225�7��

ニュｰジｰランド�202�8����

日本���382�2��

���������

エルサルバドル�95�4�535�3��

メキシコ�150�6�4,000�23��

アイスランド�32�1�68���

ソ連����O��

�������

トルコ�O.25�O�150�1��

インドネシア�O�O�92���

その他����O��

������

世界合計�■�2,462�'�…1�･τ…1�100

き出し,数10分後には地面に直径数10m2の大穴を残した

ことがある.そして,地下200mの部分で最高温度の

170℃に達し,この地熱田全体として発電能力が8万KW

と算定され,現在すでに小規模た実験発電所が稼働し,

草原の牧畜に従事する人々に給電されている.

西南地方の辺境である雲南省騰沖地区も,非常に有望

な地熱区である･この地熱区は火山活動と密接た関係が

あり,多くの間欠泉･沸騰泉,さらに塗流する熱水が作

った熱水河･熱水湖･熱水池がある.その一つの深度10

血の熱泉孔中の泉温は135℃,これを2m掘進すると,

泉温が145℃に上がったという･チベットｰ雲南地熱帯

の範囲は広大で,人口が非常に少たく,工業の基盤が弱

く,地熱資源の全貌はまだハッキリせず,地熱の利用は

今からである･しかし,このチベットｰ雲南地熱帯は中

国での地熱資源の潜在力としては最大の地帯とされてい

る.

中国第三の地熱帯は,西北地方にある.その地熱資源

は主として比較的低温の地下熱水からなり,阿爾泰山

脈,天山山脈,准鳴爾盆地,塔里木盆地,酒泉盆地に分

散分布し,規模は大きくたいが,付近の都市･'町村にと

っては或る程度の開発･利用の価値がある.

中国と地質部門の推算によると,中国の総地熱資源量

は2,000二億tの標準石炭の発熱量に相当する.地熱資源

は潜在力がきわめて大きいエネルギｰ資源であるが,計

画が順調に実現するとしてもその目は遠く,ここ当分の

間の地熱開発･利用の重点は東部の地熱帯が主体で,都

市･町村の暖房,医療,工業,観光事業放とに用いられ

ることにたるだろう.(つづく)

KIsHIM0T0Fu㎜io(1980):Minera1resourcesof

Peop1e'sRepu且icofChina(2).

〈受付:1989年12月22目>

最近中国で発見された新鉱床

岸本文男

広東省河原市で超大型珪;百鉱床の発見

標記の新発見鉱床は,延長カミ3㎞,厚さが最大で56

m,山の斜面に沿って地表に露出し,開発はすこぶる便

利である.鉱石のSi02含有率は最高98.63%,探査鉱量

はざっと2億tと算定され,比較的大きな稼行価値を持

っている.何億慶(中国地質報1989.1.27)

爽両県が重要黒鉛生産基地化

黒鉛の地質鉱量が2億tの山東省莱西県は,すでに中

国最大の黒鉛生産基地にたっている.

現在,莱両県内に大規模黒鉛採掘加工企業が2杜,中

規模黒鉛採掘加工企業が10杜操業中であり,同時にこれ

らの大観模･中規模黒鉛企業に固定炭素含有率40-50%

の半製品を提供する小型鉱山が50カ所以上存在し,県全

体の黒鉛鉱産出量は年間100万t,精鉱と加工黒鉛の生

産量は4万tに達し,生産額は1億元に近い.黒鉛産品

の種類は10種,その規格は100種類ほどになっている.

亀山(中国地質報1989･3･24)

1990年9月号�


